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九州各県議会親善野球大会
　今年の県議会議員親善野球大会は、8月24日（土）に大分県で開催さ
れました。
　私たち長崎県は、新大分球場の第2試合で福岡県と対戦し、私は、先
発登板させていただきましたが、ドシャ降りとなり2回降雨コールドでノー
ゲームとなってしまいました。
　２回終了時点で５対７で負けてはいましたが、長
崎県の打線は素晴らしく、３，４，５回の失点を少
くすれば、勝利に結びつくような状況でした。
　久しぶりの長崎県の勝利は来年に持ち越されま
した。
　これからも健康第一、元気一杯頑張ります。

　猛烈な暑さも峠を越え、朝夕は幾分涼しく感じる、
爽やかな良い季節を迎えようとしています。皆様元
気一杯お過ごしのこととお喜び申し上げます。
　私は、4月の統一地方選挙において、諫早市民の皆
様の力強いご支援を頂き、４年ぶりに県議会議員と
して復活当選をさせて頂きました。
　所属会派は、歴史と伝統ある改革21に所属し、渡
辺敏勝会長の勇退に伴い、会派長を勤めさせて頂く
ことになりました。
　浅学菲才ではありますが、会派所属９名の同志の
支援を得ながら、力一杯努めて参ります。
　常任委員会は環境生活委員会に席を置き、更に離

島半島振興調査特別委員会で、県政発展、諸課題の
解決へ向け頑張って参ります。

　議員当選後初めての６月議会においては、早速一
般質問への登壇の機会を頂きました。
　４年間のブランクがありますので、県政全般につ
いて、質問を起こし、県当局の考えを確認すると共に、
県民生活向上に向けた提案をさせて頂きました。
　詳細は、裏面の定例議会報告をご覧ください。
　私の議会活動は、県政に活力！諫早に輝きを！の
スローガンを掲げ、元気はつらつ再スタート致しま
した。皆様の更なるご指導ご支援を宜しくお願いい
たします。

長崎県議会議員
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一般質問傍聴ありがとうございました。（新県庁玄関）

長崎県議会議員に復活！長崎県議会議員に復活！

残暑お見舞い申し上げます。残暑お見舞い申し上げます。

一般質問に登壇一般質問に登壇

改革21議員団・9人の精鋭

県議会野球部のメンバー　新大分球場にて
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環境生活委員会報告 環境生活委員会県内現地調査　令和元年７月30日～31日

当選証書

県議選勝利に向け頑張ったスタッフの皆さん！
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　　２０２５年問題

⑴社会保障費について
【質問】団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年問題
がやって来るが超高齢化社会に対する知事の認
識は。

【知事】健全な財政運営維持の取り組みと社会保障と
にかかる負担の適正化が一層求められていると認
識している。
　　そのため地域包括ケアシステムの構築や効率的
で質の高い医療保障体制の整備を進めている。ま
た医療費の適正化に資する施策を推進し、今後と
も持続可能な社会保障制度の構築に向けて、国・
地方が一体となって取り組んでいく必要があると考
えている。

⑵空き家対策について
【質問】空き家は全国で８２０万戸あると言われてい

る。長崎県もそれ相応の数があるが、この空き
家を活かして地域の活性化を図っていく事が有効
な手段であると考えるが。

【土木部長】空き家の活用を図るため、移住者支援を
兼ねた新規事業として今年度から賃貸住宅が少な
い離島半島地域において、市町が認定した民間の
空き家所有者から、物件を借り上げ、リフオームを
行ったうえで、移住者のニーズに応じて貸し出す制
度を実施する。

　　労働行政

⑴外国人労働者の受け入れについて
【質問】外国人労働者の受け入れ拡大を軸にした、
出入国管理法案が十分な議論がなされないまま
に、昨年12月に可決成立し、今年４月１日から
施行されている。

　令和元年6月定例会は、6月17日から7月10日まで開かれました。補正
予算については、国庫補助事業の内示に伴う事業費の追加の他、幼児教育・
保育の無償化に要する経費、ＪＲ佐世保線の高速化に必要な地上設備の整備
に要する経費、「長崎県犯罪被害者等支援条例」の周知啓発に要する経費な
どについて編成され、一般会計134憶2829万円の増額、特別会計で
6600万円の増額補正となりました。
　本定例会では44件の議案を原案の通り可決承認するとともに、「精神障害
者に対する交通運賃割引制度の適用を求める意見書」など3件の意見書を可
決し、閉会しました。
　私は一般質問初日に会派のトップバッターとして登壇し県政全般にわた
り、質疑を交わしました。
　多くの皆様に傍聴を頂き、激励をいただきました。誠にありがとうござ
いました。

　　本県における在留実態はどのようになってい
るのか。

【産業労働部政策監】直近の平成３０年１０月末におけ
る県内の外国人労働者の合計は５,４３３人となって
いる。内訳は技能実習が２,４６２人、留学生などの
資格外活動が１,１５０人、専門的、技術的分野が９
５５人などとなっている。
　　受け入れ業種別では、製造業が１,９３３人、卸売
り・小売り業が６９５人、農業林業が５５０人、宿泊
飲食サービス行が５３３人となっている。

【質問】出入国管理法の改正によって、新たな在留資
格、特定技能が創設されたが、県はどう対応する
のか。

【産業労働部政策監】今後とも外国人材の活用による
地域経済の持続的発展のため、受け入れ環境の整
備や人材確保のしくみ作り等市町や産業界とも連
携協力しながら、優秀な外国人材の確保に取り組
んでいく。

【意見】今後外国人労働者への差別とか違法就労など
問題が起きないように対応願いたい。

　　スポーツ振興策

⑴Vファーレン長崎の練習拠点について
【質問】当初、諫早市のなごみの里運動公園を芝生
化して、練習場として使いたいとの話があったが、
一部の共用は認めるが、全面貸与は不可能との
結論を出した経緯がある。

　　そこで新練習拠点として、諫早市高来町にある、
堤防道路入り口傍らの諫早市所有の３ヘクタール
と、国土交通省管理の１４ヘクタールを練習拠点
にできないか。

【企画振興部長】Vファーレン長崎の練習拠点の整備
については、㈱ジャパネットホールディングスにお
いて様々な検討が行われている。その中で公募さ
れた大村市の総合運動公園を候補地として検討さ
れている。
　　県としては、その推移を踏まえながら、必要に応
じて協力を行っていきたい。

⑵東京オリンピック強化候補選手に対する支援につ
いて

【質問】2020年の東京オリンピックまで残り1年と
なった。
　　県内において、オリンピックに向けた有望選手、
候補選手が頑張っている、県としての支援と応援
の盛り上げが必要であるが。

【教育長】東京オリンピックアスリート等特別強化事業
において、陸上競技マラソンの井上大仁選手、野
上恵子選手やカヌーの水本圭治選手など、県内在
住の世界で活躍するアスリート23名を強化指定し、
遠征や合宿にかかる経費等を助成していく。
　　本県から一人でも多くの選手が東京オリンピック
に、日本代表として出場できるよう、引き続き支援
していきたい。

　　食品ロス削減

【質問】日本では、年に1927万トンの食品廃棄物
が排出されている。
　　その中で毎年643万トンの食べ物が捨てられ
ている。
　　これは世界全体の食糧援助量の２倍に匹敵す
る。このような状況の中、食べ物が無駄に捨て
られる食品ロスを減らすため、「食品ロス削減推進
法」が施行される。
　　県の対応、推進計画及び市町への周知は。
【環境部長】現在食品ロス量の推計や、フードバンク
活動ガイドラインの策定など、計画策定に向けた取
り組みを行っている。
　　県内市町に対して、法律の主旨を含め周知を
行った。

６月定例議会

（
６
月
22
日
付　
長
崎
新
聞
）

一般質問に登壇　県政を質す！
年問題 る 長崎県もそれ相応の数がある

一般質問に登壇　県政を質す！

道路交通網の整備
環境保全対策
公営住宅の
　バリアフリー化　　
　　　　　　　　等

その他の質問項目
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解決へ向け頑張って参ります。

　議員当選後初めての６月議会においては、早速一
般質問への登壇の機会を頂きました。
　４年間のブランクがありますので、県政全般につ
いて、質問を起こし、県当局の考えを確認すると共に、
県民生活向上に向けた提案をさせて頂きました。
　詳細は、裏面の定例議会報告をご覧ください。
　私の議会活動は、県政に活力！諫早に輝きを！の
スローガンを掲げ、元気はつらつ再スタート致しま
した。皆様の更なるご指導ご支援を宜しくお願いい
たします。

長崎県議会議員

発行責任者：山口　初實　　編集責任者：松永　碩哉
発 行 年 月：令和元年９月

一般質問傍聴ありがとうございました。（新県庁玄関）

長崎県議会議員に復活！長崎県議会議員に復活！

残暑お見舞い申し上げます。残暑お見舞い申し上げます。

一般質問に登壇一般質問に登壇

改革21議員団・9人の精鋭

県議会野球部のメンバー　新大分球場にて

コ
ラ
ム

環境生活委員会報告 環境生活委員会県内現地調査　令和元年７月30日～31日

当選証書

県議選勝利に向け頑張ったスタッフの皆さん！

活動スナップ

全
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